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33 名と女子 58 名の大学生、計 91 名を調査の
参加者とし、その中で欠損値のなかった 91 名
を分析の対象とした。尚、対象者の年齢は 18
歳から 21 歳であり、平均年齢は 19.3 歳であ
る。 
実験日時：2017 年 1 月と 10 月。 
手続き：授業時間での強制速度法により、倫
理的配慮に対する説明、確認を行い実施した。
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